
天
界
第
四
號
附
録

天
　
文

証口口

彙

　
　
　
（
う
の
部
…
…
…
温
き
）

ウ
イ
ン
ネ
ツ
ケ
彗
星
（
ぐ
く
一
ロ
ロ
Φ
Q
犀
Φ
鳩
。
魔
　
（
M
O
H
P
①
酔
）
　
一
八
五
入
年

　
三
月
八
日
濁
逸
の
ウ
イ
ン
子
ッ
ケ
が
駿
見
し
π
も
の
。
軌

　
道
計
算
の
結
果
之
は
】
八
一
九
年
の
ポ
ン
ス
（
男
。
塁
）
彗
星

　
ε
同
一
で
あ
る
事
が
解
っ
た
。
木
星
族
の
一
つ
で
週
期
五

　
年
十
一
ケ
月
弱
。
憎
憎
は
其
後
噸
入
山
ハ
九
年
、
　
一
八
七
五

　
年
、
一
八
入
六
年
、
一
八
九
二
年
、
一
入
九
八
年
、
一
九

　
〇
九
年
、
一
九
一
五
年
の
七
回
に
出
現
し
た
Q
次
ざ
は
一

　
九
一
二
年
（
大
正
十
年
）
の
堅
雪
で
あ
る
。

ヴ
エ
が
星
（
＜
尋
）
琴
座
ア
川
プ
ア
星
。
赤
経
一
八
時
三

　
四
分
、
赤
緯
北
三
八
度
四
一
分
、
光
度
0
●
一
、
分
光
型

　
A
。
支
那
で
は
之
を
織
女
ご
稻
へ
、
天
の
河
を
挾
ん
で
牽

　
牛
ご
相
心
し
、
美
し
い
七
夕
の
ロ
ー
マ
ン
ス
を
以
て
聯
想

　
さ
れ
た
。
夏
の
夕
方
天
頂
に
輝
き
北
天
第
一
の
長
光
を
放

　
つ
。
距
離
は
二
〇
●
四
光
年
（
七
周
忌
見
よ
）

ヴ
エ
ス
タ
（
＜
馨
ε
　
小
遊
星
第
四
號
、
一
八
四
七
年
オ
ル

　
パ
ー
ス
（
9
げ
㊦
芭
の
登
見
し
紀
も
の
。
此
星
鳳
小
遊
星
中

　
光
度
及
び
ア
ル
ベ
ー
ド
ー
か
最
も
大
き
い
。
好
都
合
の
衝

　
の
時
に
は
一
々
肉
眼
で
見
ね
る
。
直
経
凡
四
百
粁
（
百

　
里
）
。

う
を
ざ
魚
座
（
勺
響
窃
）
　
動
物
圏
上
の
一
星
座
。
ア
ン
ド
ロ

　
メ
ダ
及
べ
ヵ
ノ
ス
座
の
南
、
牡
牛
座
の
西
、
鯨
座
の
北
に

　
あ
る
〇
十
一
月
の
夕
方
南
中
す
る
。
此
星
座
は
頗
る
古
く

　
バ
ビ
ロ
ン
の
古
記
録
に
も
出
て
居
る
。
太
陽
は
毎
年
三
月

　
十
H
に
此
星
座
に
入
り
〇
四
月
二
十
目
に
去
る
。
ア
川
プ

　
ア
星
だ
け
が
三
等
星
で
他
は
皆
微
光
星
で
あ
る
。
春
分
鮎

　
は
現
今
五
星
座
中
に
あ
る
。

ウ
オ
ル
7
（
嵐
高
田
・
5
　
　
濁
逸
の
イ
デ
ル
ベ
川
ヒ
大
學
教

　
授
。
初
め
ハ
イ
ゲ
ル
ペ
川
ヒ
に
私
立
天
丈
皇
を
経
下
し
て

　
居
セ
が
、
一
八
九
去
年
同
大
學
天
文
塁
創
設
ε
共
に
其
天

　
文
塁
長
に
就
任
し
詑
。
爾
來
今
日
話
線
に
天
稟
爲
眞
儀
を

　
以
て
発
心
に
観
測
を
響
け
て
居
る
。
彗
星
、
小
遊
星
、
愛

　
光
星
、
新
星
星
雲
等
の
新
螢
見
が
頗
る
多
い
。
殊
に
小
遊

　
星
に
就
い
て
は
夙
に
（
一
入
九
一
年
）
寓
眞
的
野
見
法
を
案

　
出
し
之
を
以
て
今
日
迄
の
量
見
成
績
世
界
中
他
に
比
肩
す

　
る
も
の
無
く
、
　
一
九
一
八
年
の
末
迄
に
既
に
二
三
〇
箇
以



』　
上
の
登
見
を
し
把
。
如
斯
き
驚
く
べ
き
成
功
の
爲
め
一
九

　
一
四
年
英
曇
天
文
學
會
は
彼
に
金
牌
を
贈
つ
だ
。

　
（
一
八
六
三
年
生
現
存
）
（
ウ
オ
〃
フ
彗
星
及
小
遊
星
を
見
よ
）

ウ
ォ
ル
フ
彗
星
（
ノ
～
「
O
一
h
、
o
o
　
〔
隔
O
冒
P
Φ
e
）
　
一
入
八
四
年
ハ
イ
デ
川

　
ベ
ル
ヒ
の
ウ
ォ
ル
フ
が
骨
角
し
セ
彗
星
。
木
星
族
で
週
期

　
は
⊥
ハ
年
九
箇
月
強
。
此
星
は
女
方
一
八
九
一
年
、
　
一
八
九

　
八
年
、
一
九
一
二
年
及
一
九
一
八
年
に
現
は
れ
π
。
次
ぎ

　
は
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
の
定
定
で
あ
る
。

ヵ
オ
ル
フ
・
ラ
イ
エ
星
（
白
巳
や
国
留
曾
G
D
§
）
　
一
八
入
四
年

　
立
命
の
ウ
ォ
ル
フ
●
ラ
イ
一
息
氏
に
由
っ
て
心
見
さ
れ
π

　
新
種
の
星
で
、
特
長
は
ス
ペ
ク
ト
川
中
に
輝
線
を
多
く
含

　
む
事
で
あ
る
。
天
の
河
中
に
頗
る
多
い
〇
一
般
に
新
星
が

　
退
化
し
て
闘
病
に
成
る
ご
信
せ
ら
れ
て
居
る
。
遊
星
状
星

　
雲
こ
の
關
係
も
深
い
。
（
新
星
を
見
よ
）

う
さ
ぎ
ざ
兎
座
（
匿
窟
ω
）
　
ト
レ
ミ
ー
星
座
で
オ
リ
オ
ン
座

　
の
南
に
あ
る
。
面
積
ば
小
さ
い
。
三
等
星
が
四
つ
、
其
外

　
皆
微
光
。
ガ
ン
マ
星
は
三
重
星
で
四
等
星
一
つ
ε
六
等
星

　
二
つ
あ
る
。

う
し
ほ
潮
（
屋
9
。
）
　
海
水
面
が
歎
時
早
緒
に
規
則
正
し
く
昇

　
降
す
る
事
で
あ
る
。
主
な
る
原
因
は
太
陽
ビ
月
の
引
力
で

　
殊
に
月
の
影
響
が
太
陽
の
二
倍
以
上
強
．
い
。
新
月
及
満
月

　
の
頃
は
此
の
二
天
膿
の
影
響
が
重
な
る
の
で
大
潮
ざ
な

　
る
。
急
潮
は
天
堂
の
回
韓
響
動
に
徐
々
巴
影
響
を
及
ぼ
す

　
も
の
で
天
膿
進
化
の
π
め
に
重
要
な
役
目
を
演
ず
る
事
が

　
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（
○
●
自
．
U
霞
乱
　
）
に
由
っ
て
言
明
さ
れ
だ
。

　
月
の
進
化
論
等
も
之
に
由
っ
て
巧
に
説
か
れ
る
。
　
（
月
を

　
見
よ
）

う
ち
う
宇
宙
（
q
ロ
一
く
O
吋
ひ
①
）
　
宇
宙
の
漢
語
は
室
間
及
時
間
の

　
無
限
連
言
を
云
ふ
哲
學
語
で
あ
る
が
、
今
日
天
文
直
上
は

　
も
つ
ど
物
質
的
に
考
へ
て
纒
り
の
あ
る
多
数
の
天
膿
を
絡

　
逸
し
て
云
ふ
。
或
は
狡
商
に
解
し
て
我
が
銀
河
系
統
（
中
学

　
】
き
曲
8
乙
Q
遂
遭
難
）
を
意
味
す
る
事
も
あ
る
。
銀
河
が
多
歎

　
の
天
々
の
レ
ン
ズ
形
に
密
集
し
π
一
睡
で
あ
る
ご
考
へ
把

　
の
は
第
十
入
世
紀
の
末
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
●
ハ
ー
シ
ェ
ル
氏

　
で
あ
る
が
、
・
今
日
も
此
考
は
略
正
し
い
。
此
意
味
で
銀
河

　
系
が
如
何
程
遠
く
石
像
が
つ
て
居
る
か
ε
云
ふ
ご
何
分
直

　
接
に
測
定
の
出
走
な
い
遠
距
離
で
あ
る
か
ら
諸
學
者
の
説

　
が
ま
だ
一
致
し
な
い
け
れ
ざ
大
膿
は
我
が
太
陽
系
か
ら
何

　
れ
の
方
向
へ
も
一
萬
光
年
程
鑛
が
つ
て
居
る
ら
し
い
。
但

　
し
銀
河
以
外
へ
は
此
籏
が
り
が
僅
で
あ
る
。
故
に
我
が
太



濫 　
陽
は
銀
河
宇
宙
の
略
中
心
に
あ
る
理
で
あ
る
。
星
の
分
布

　
は
中
央
が
最
も
藪
多
い
が
、
之
れ
を
遠
ざ
か
る
に
從
っ
て

　
段
々
ご
減
少
す
る
◎
カ
プ
タ
イ
ン
氏
に
由
れ
ば
此
の
宇
宙

　
の
諸
天
膿
は
，
運
動
の
模
様
か
ら
見
て
二
團
膿
に
囁
別
さ
れ

　
る
。
我
が
太
陽
系
か
ら
携
れ
を
見
れ
ば
一
團
は
ア
ル
ゴ
星

　
座
へ
他
の
一
團
は
オ
リ
オ
ン
星
座
へ
動
い
て
行
く
様
で
あ

　
る
。
著
れ
を
二
大
星
流
説
ざ
云
ふ
つ
然
る
に
其
の
後
の
研

　
究
に
よ
れ
ば
B
星
の
大
部
分
は
右
の
何
れ
に
も
薦
せ
す
殆

　
ん
ざ
宇
宙
の
中
央
に
接
し
て
居
る
ら
し
い
。

　
近
津
渦
歌
星
雲
及
び
球
状
星
團
を
夫
々
一
種
の
宇
宙
系
だ

　
こ
見
る
説
も
あ
る
。
（
夫
々
の
條
を
見
よ
）

う
ち
う
か
い
び
や
く
ろ
ん
宇
宙
開
言
論
（
O
。
。
。
日
。
」
q
。
ξ
）
　
宇

　
宙
の
開
開
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
其
の
時
代
々
々
の
知
識
に

　
慮
じ
て
種
々
の
論
が
あ
っ
π
o
大
昔
に
は
何
れ
の
民
族
も

　
此
の
宇
宙
の
成
因
を
多
く
は
棘
話
的
に
読
い
π
が
之
は
我

　
が
地
球
を
宇
宙
の
中
心
ご
見
π
頃
の
読
で
あ
る
。
近
世
ニ

　
ユ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
開
か
れ
だ
天
下
国
主
は
太
陽
系
を
宇

　
宙
の
．
本
膿
ご
見
π
か
ら
其
庭
に
カ
ン
ト
●
ラ
プ
ラ
ス
の
星

　
雲
説
が
生
ま
れ
π
。
殊
に
ラ
プ
ラ
ス
の
説
は
其
當
時
（
十

　
九
世
紀
の
初
葉
）
の
太
陽
系
を
完
全
に
読
明
し
元
の
で
一

　
出
戸
界
を
風
靡
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
多
く
の
新
事

　
實
管
見
こ
恒
星
學
の
登
達
ご
に
よ
っ
て
信
用
が
薄
ら
い
で

　
來
陀
。
今
世
紀
の
始
め
米
國
の
チ
ャ
ン
バ
ー
リ
ン
●
マ
ウ

　
ル
ト
ン
爾
氏
が
微
遊
星
説
（
コ
昌
9
詔
。
・
…
白
鷹
已
げ
o
o
噸
×
そ
の

　
條
を
見
よ
）
を
提
唱
し
た
が
、
要
す
る
に
之
は
旧
恒
星
の

　
進
化
を
説
い
た
も
の
こ
し
て
ラ
プ
ラ
ス
読
に
優
る
も
の
で

　
あ
る
が
今
日
の
宇
宙
全
燈
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
今
日

　
の
宇
宙
の
開
難
論
こ
し
て
は
未
だ
定
説
が
な
い
。
喉
多
く

　
の
天
醗
の
分
布
及
び
蓮
動
か
ら
考
へ
て
見
る
ε
添
削
以
前

　
か
ら
多
く
の
天
下
が
存
在
し
て
或
は
個
別
的
に
或
は
團
騰

　
的
に
宇
宙
引
力
の
支
配
を
受
け
て
今
日
に
及
ん
だ
こ
い
ふ

　
一
種
の
多
元
説
（
勺
再
巴
蓉
8
日
げ
8
『
岡
）
ご
な
る
。

う
ち
う
く
わ
ん
宇
宙
観
（
○
＄
日
。
ざ
σ
q
網
）
　
古
來
行
は
れ
た
宇

　
黒
黒
に
凡
そ
次
の
四
種
類
が
あ
る
。

　
一
、
原
始
的
地
諸
説
。
大
地
は
偏
卒
で
遠
く
四
方
に
連
り

　
之
を
若
干
の
天
球
が
蔽
ふ
て
居
る
ご
云
ふ
読
。
之
は
カ
ル

　
デ
ヤ
●
エ
ヂ
プ
ト
●
印
度
●
支
那
等
最
古
の
交
明
國
に
先
づ

　
起
つ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
等
に
ご
つ
て
宇
宙
の
衝
が
り
ε

　
は
即
ち
大
地
の
鑛
が
り
で
あ
り
其
中
心
は
夫
々
彼
等
の
住

　
む
邦
土
で
あ
っ
π
o
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二
、
不
動
地
球
読
。
地
面
は
球
形
で
宇
宙
の
中
心
に
あ
っ

　
て
動
か
す
、
．
其
の
代
り
に
若
干
の
天
球
が
動
く
ビ
考
へ
る

　
も
の
で
之
は
ギ
リ
シ
ャ
に
登
達
し
長
く
申
世
論
信
じ
ら
れ

　
た
。
卸
ち
所
謂
る
ト
レ
ミ
ー
の
天
舗
設
で
あ
る
〇

　
三
、
太
陽
中
心
詮
。
太
陽
が
宇
宙
の
中
心
で
各
遊
星
及
各

　
恒
星
等
あ
ら
ゆ
る
天
禮
が
共
周
起
り
を
回
気
し
て
居
る
ε

　
見
る
読
で
勿
論
我
が
地
球
も
其
遊
星
の
一
つ
ε
す
る
。
之

　
は
師
ち
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
以
後
の
唱
ヘ
セ
地
動
説
で
此
儘
十

　
八
世
紀
の
魚
島
行
は
れ
セ
。

　
四
、
銀
河
宇
宙
詮
。
敷
多
の
恒
星
系
が
集
ま
っ
て
レ
ン
ズ

　
形
に
一
の
遠
沈
を
作
っ
て
居
る
も
の
が
宇
宙
で
あ
る
こ
す

　
る
説
で
十
八
世
紀
の
末
ウ
ィ
リ
ア
ム
●
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
唱

　
道
に
か
、
る
。
遺
憾
に
よ
れ
ば
我
が
太
陽
は
最
早
宇
宙
の

　
中
心
で
な
い
。
其
代
リ
プ
レ
ヤ
デ
ス
（
昴
）
が
中
心
で
あ
る

　
ぐ
」
メ
ド
レ
〃
（
野
司
臼
。
肖
）
が
唱
へ
曲
事
が
あ
る
。
近
年
叉
ク

　
オ
川
キ
ー
（
話
巴
犀
網
）
氏
が
カ
ノ
ー
プ
ス
星
を
宇
宙
の
中
心

　
だ
ご
云
ひ
出
し
だ
事
が
あ
る
。
然
し
何
れ
も
多
く
の
賛
成

　
者
が
な
い
。
要
す
る
に
二
字
宙
の
中
心
艦
ご
云
ふ
様
な
も

　
の
は
未
だ
そ
の
存
否
が
知
り
得
な
い
の
ヂ
あ
る
。

う
み
へ
び
ざ
、
海
蛇
座
（
身
自
冨
）
　
ト
レ
ミ
ー
星
座
の
一
〇

　
黄
溢
の
南
で
赤
経
入
時
か
ら
十
五
時
ま
で
蛇
の
如
く
長
い

　
星
座
で
あ
る
。
然
し
ア
押
プ
ア
星
（
ア
〃
フ
ァ
ー
ド
）
が

　
二
等
で
あ
る
外
他
は
皆
三
等
以
下
の
碇
星
で
あ
る
。
ア
ー

　
ル
星
は
長
週
期
愛
光
星
中
の
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

・
ウ
ム
7
り
エ
ル
（
q
B
葺
邑
）
　
天
王
星
の
一
衛
星
Q
一
入
五

　
一
年
ラ
ッ
セ
ル
（
同
・
器
琶
）
が
登
見
し
た
も
の
。
　
（
天
王
星

　
を
見
よ
）

ヴ
ル
カ
ン
星
（
＜
巳
遠
田
）
　
水
星
の
蓮
動
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
注

　
則
で
完
全
に
説
明
が
出
來
な
い
事
か
ら
ル
ベ
リ
エ
ー
（
目
Φ
－

　
＜
①
邑
震
）
等
が
水
星
の
内
側
に
更
に
一
つ
の
遊
星
が
あ
っ

　
て
水
星
を
引
い
て
居
る
ご
考
へ
だ
。
之
を
ヅ
ッ
ガ
ン
星
こ

　
い
ふ
の
で
あ
る
が
未
だ
登
見
せ
ら
れ
な
い
。
　
一
八
五
九
年

　
佛
國
の
レ
カ
ル
ボ
ー
（
】
ピ
Φ
o
隠
O
臼
量
口
一
け
）
が
太
陽
面
を
観
察
中

　
一
遊
星
が
麺
遇
す
る
の
を
見
た
ε
云
ふ
の
で
あ
る
が
後
の

　
人
は
之
を
未
だ
確
め
る
に
至
ら
な
い
。

う
る
ふ
ど
し
閏
年
（
田
訟
。
。
①
図
窮
。
）
こ
よ
み
を
見
よ
。

・
ウ
ル
フ
●
ベ
イ
（
d
ご
磐
剴
包
α
q
ε
　
ト
ル
コ
の
天
子
學
者
で
タ

　
メ
ル
レ
ン
の
孫
に
重
る
。
十
五
世
紀
の
頃
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天
文
壷
で
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し
た
。
叉

　
有
名
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表
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つ
だ
。
（
一
三
九
四
年
生
一
四
四
九
年
目
）


